
会 議 録 

会議の名称 令和 4年度第 3回飯塚市地域福祉推進協議会 

開催日時 令和 4年 9月 29日（木）14：00～15：30 

開催場所 飯塚市役所 1階多目的ホール 

出席委員 
12名（伊佐副会長、淺田委員、阿波委員、大久保委員、岡松委員、吉良委員、櫻

木委員、白瀧委員、高岡委員、安永委員、山田委員、渡辺委員） 

欠席委員 ６名（小賀会長、大塚委員、坂本委員、友松委員、長谷部委員、松原委員） 

市職員 

社会・障がい者福祉課長（森山）、同社会福祉係長（平田）、同係員（山田）、防災安全

課長（大庭）、人権・同和政策課課長補佐（久保）、まちづくり推進課地域拠点整備担

当係長（杉内）、生活支援課長（内田）、男女共同参画推進課長（永野）、高齢介護課

長（今泉）、子育て支援課長（林） 

委託業者 株式会社ジャパンインターナショナル総合研究所（森山、和宗） 

会議内容 

 

1 開会 

  ・会長あいさつ 

  ・委員の変更について 

  ・関係課職員の紹介 

 

２ 議題 

（１）協議会スケジュールについて 

  事務局より説明 

 

［委員］ 

ブリックコメントについてだが、市のさまざまなパブリックコメントが、年末

から年明けにおいて錯綜する。どれくらいの期間で市民から意見を集うのか。市

民にとって重要な計画となるので十分な時間をとれるようにしてほしい。 

 

[事務局] 

パブリックコメントについては、１か月程度を予定している。 

 



（２）第 2期飯塚市地域福祉計画の令和 3年度推進状況について 

  事務局より、資料 1・2・3を用いて説明 

 

［委員］ 

 以下の点について、意見を述べたい。 

  ・「公助」についてだが、数値で目標を掲げていくところにおいて、可能な

限りジェンダー統計を出してほしい。地域で見たときに男女別の統計で見

えてくるところを鑑みて、公表できるところは掲載してほしい。細かい部

分については文書で提出させていただく。 

  ・子育て情報誌に関して、紙面が少なくなったのではないか。こんなときだ

から情報をもらいたいと思う方もいるのではないか。特に、子育てしてい

る方は特にそうではないか。もっと広範に情報を集められないか。 

  ・市民交流プラザ、サン・アビリティーの利用の部分について、コロナの影

響で利用しづらい状況かと思うが、広報の部分でカバーできないのか。若

い方にも知っていただけるように、行政、市民が連携して広報していかな

いといけない。 

  ・【資料２】、「基本目標１」「(2)地域福祉の担い手づくり」の「①活動への

きっかけづくり」「7 地域の担い手づくり」に関して、草刈りに対する補

助金といった記載がある。こうしたことは、これまでのように組織が連携

することでクリアできることではないかと思う。こうした細かな予算のと

ころは、明らかにした方がよいように思う。 

  ・【資料２】、「基本目標２」「（１）地域における交流活動の促進」の「②活

動の場の利用促進」に関して、予算の振り分けにという記載がある。地域

においての交流活動促進について、健康ポイント事業、高齢介護課、連携

されていることに期待を持っている。この予算の振り分け支援については

どうお考えか。 

・福祉委員、民生委員児童委員がいない地区があって困っているところがあ

る。民生委員児童委員の場合は法的根拠、委任の関係がある。福祉委員で

は予算の兼ね合いもあるが、隣組に１人の福祉委員を設置してもらうなど

をしてくれるとやりやすくなる。 

・買い物バス、買い物難民の対応について。令和４年度からは買い物バスが

なくなり、エリアワゴンに変わった。半年ほど運用しているが、住民が使

いづらくなっているのか、よくなっているのかいかがか。交通の利便性で

いうと、いつの間にか変わっていった。住民目線からの意見を拾ってほし

い。 

  ・【資料３】に関して、「基本目標１」「(3)多様な地域福祉活動の促進」の「①

活動しやすいフィールドづくり」のところにある、活動のための助成につ

いて具体的な助成方法を教えてほしい。 

  ・災害時になるとどうしても車の確保ができない。交通手段を確保してほし

いということが資料３の中でも出てきている、今後の仕組みを検討してほ



しい。 

・新しい制度が委員さんに定着していない。周囲の人に理解が得られるよう

に浸透していきたい。昨年度も同じ意見を述べたはず。１年間の間に委員

さんに対しての取り組みの状況はいかがだったか教えてほしい。 

 

［事務局］ 

・ジェンダー統計についても国も推奨しており、市としても推進している。Ｌ

ＧＢＴＱの方への配慮も必要だと認識している。表現のマニュアルも市にお

いて作成している。市職員にも研修を行っている。 

     ・市民センター、サン・アビリティーズについてもコロナで休館していた。施

設を管理するにあたって、施設管理者や利用者と協議し、事業の実施等は決

定している。今後はコロナ前の状況にいかに戻していくか慎重に検討してい

きたい。 

     ・草刈りについては河川、道路について県の補助をもらって実施している。自

分たちで草刈りをするのも大変だけれども、これに対するボランティアとし

てやれる部分もあるので、燃料費や機材の確保等の支援があればという要望

だと認識している。 

 ・活動の助成についてだが、社協と市役所の方から各地域の団体に補助してい

るような状況がある。それを活用し活動を活発にしてもらいたいという意見

であった。 

 ・福祉委員は 50 世帯に１人の設置としている。山間部については設置が難し

いところもあり、そうしたところでは、老人会と協力している。１自治会に

ついて 1人を推薦してもらっているところだ。旧飯塚で始まった福祉委員制

度であり、民生委員との違いも理解してもらえないこともあった。現在では

理解も進み、複数の委員を設置したいというところもあり、そうしたところ

については協議している。福祉委員は月 1,000円の活動手当を出している。

要望のある箇所については都度検討を行っている。 

・エリアワゴンについては、まち協と市が検討し補助を出している。市民の移

動手段ということについては、災害時における避難所へ移動できるものを作

ってはどうかという要望が上がっている。エリアワゴンについては、公共交

通との兼ね合いもあり、場所によっては利便性が悪いという声も届いてい

る。利便性についても担当課と共有しておきたい。 

・資料３－３について、ご指摘の箇所は「介護認定よりも申請が簡易で、申請

をすれば受けられるサービス（限定されるが）が、新設されているが、そう

いった新しい制度について、民生委員や福祉委員に定着していないので、勉

強会等にて周知し、内容を理解してもらうよう広めていく」ということだと

思う。この制度は、チェックリストのみで主治医の意見書を提出することな

く、要支援の総合事業のサービスが受けられるものだ。この事業については

民生委員児童委員はじめ浸透していない現状がある。今後周知していきた

い。 



 

［委員］ 

広報すくすくについては以前、イベントなどの広報を行っていたが、現在は市

報の内容と変わらないような現状となっている。支援センターを置いているが誰

も持って帰らない。利用者も少なくなっている。持って帰りたい内容にしていか

ないといけないと思う。 

 

[委員] 

紙面の工夫を行って欲しい。コロナ禍でも紙面、情報を求めている方がいるの

ではないか。内容を検討してもらって出来れば続けてもらってほしい。 

 

[委員] 

【資料３】２ページ、下段、「災害時の避難行動要支援者に対する支援体制の充

実」の解決策のところにある「避難の際に交通手段がないので、公民館を準指定

避難所などと市として設定してほしい」という点について、公民館の中では浸水

する地区もある。そうしたことを十分慎重に検討の上、準指定避難所を設定して

ほしい。 

 

［事務局］ 

公民館は市民の方のなじみの場所のため、避難しやすいとして準指定避難所と

している。市が指定している避難所に避難してくださいということではないこと

をご理解いただきたい。頑丈な建物があれば、そうしたところに避難してもらい

たい。恒常的にある建物ということで、交流センターや学校の体育館を避難所、

緊急避難場所として指定している。公民館が安全であれば、そこに身を寄せるこ

とも可能かと考えている。市の立場としては、ここにいきなさいということは言

えない。この点は、周知していきたいと考える。住民の意見を取り入れながら、

避難体制をつくっていきたいと考えている。 

 

(３)市民アンケート調査の結果、市民団体ヒアリング（グループインタビュー）

の結果について 

委託業者より説明 

 

［委員］ 

報告書全体版については今日頂いたので読み込んでいく。そのためのポイント

はあるか。 

 

［事務局］ 

どのような施策、取り組みが必要なのかという観点で読んでいただければと思

う。 

 



（４）その他 

  意見なし 

 

[事務局] 

次回の協議会について 

１０月２５日（火）１４時００分から。 

 

会議資料 

 

・協議会次第 

・委員名簿 

・協議会スケジュール 

・【資料 1】公助（行政）の取り組み状況一覧表 

・【資料 2】共助の取り組み状況一覧表 

・【資料 3】公助、共助の取り組みにおける課題 

・市民アンケート調査の結果、市民団体ヒアリングの結果について 

・飯塚市地域福祉に関するアンケート調査 調査結果報告書 

・第 3期飯塚市地域福祉計画策定に係る 関係団体ヒアリング調査報告書 

 

公開・非公開

の別 

 

１ 公開   2 一部公開   ３ 非公開 

（傍聴者 1名） 

その他 
 

 


